
令和５年度いじめ問題解決に向けた子ども会議開催要項 

 

○  テーマ：「笑顔、やる気、希望いっぱいの学校づくりに向け私たちができること」 

   ～全校児童生徒の意識を向上させられるような取組を活性化させるには～ 

○  趣 旨 

いじめの予防や再発防止については、各学校では、喫緊の課題として、すべての教

職員が共通の認識をもち、組織的な対応をしている。 

これまでの「いじめ問題解決に向けた子ども会議（以下「子ども会議」）では、各

校のいじめ問題解決に向けた取組の発表を行ったり、いじめ問題の事例を検討したり、

小中学校が連携した取組について、意見交換を行ったりするなどして、児童生徒が主

体となっていじめ撲滅に向けた取組を推進してきた。 

今年度も引き続き、以下の目的で「子ども会議」を開催する。 

・各校で進めてきたいじめ問題解決に向けた取組を発表し合うことで、お互いの学校

の取組を参考にし、令和５・６年度の自校の取組に生かす。 

・自分のされた行為が同じ行為であっても、「いじめ」と感じることがある。また、

行為を行った子どもがいじめを行った認識がないまま、いじめへとつながってしま

うことがある。これは、その時の心理状態や行為を行った相手との人間関係、自分

が置かれている立場などの要因が複雑に絡んでいるためである。いじめ問題を考え

るにあたり、児童生徒も正しいいじめの定義について理解しなければならない。い

じめの定義を理解し、どのようにこれまで子ども会議で決定してきた取組を実践し

ていくのかを考えることを通して、当事者意識をもっていじめ問題を解決しようと

する意欲を高める。 

  

○ 開催期日   令和６年１月３０日（火）午後２時３０分より 

 

○ 場 所    各中学校区 中学校 

 

○ 参加者    各小学校５年生最大３名、各中学校１・２年生より３名 

         生徒指導担当校長２名 

         各校子ども会議担当教諭 

○ 内 容                        司会 東中学校 

 ① 開会行事 

 ② 全体交流：「今年度の話合いのテーマ」について 

③ 校区別協議：テーマ「全校児童生徒の意識を向上させられるような取組を活性化 

させるには」 

 ④ 講  評：生徒指導担当代表校長（日野小学校 丸山校長） 

 ⑤ 閉会行事 


